
島
根
県
で
２
回
目
の

食
料
支
援
を
実
施

コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
に
苦
し

む
学
生
に
向
け
て
始
ま
っ
た

無
料
の
食
料
支
援
は
、
全
国

45
都
道
府
県
に
広
が
り
、
の

べ
３
万
人
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
政
治
や
行
政
を
動
か

す
力
と
も
な
り
、
メ
デ
ィ
ア

か
ら
も
大
き
な
反
響
が
あ
り
、

全
国
各
地
で
青
年
の
要
求
実

現
の
た
め
に
行
動
す
る
日
本

民
主
民
青
同
盟
（
以
下
、
民

青
同
盟
）
の
姿
を
示
す
場
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。

民
青
同
盟
島
根
県
委
員
会

（
後
藤
真
実
子
委
員
長
）
で

も
、
２
月
７
日
に
出
雲
市
の

島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院

近
く
の
島
根
県
民
医
連
学
生

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
前
の
広

場
で
、
今
年
に
な
っ
て
２
回

目
の
学
生
食
料
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
県
内
各

地
か
ら
は
、
米
・
野
菜
や
イ

ン
ス
タ
ン
ト
麺
・
レ
ト
ル
ト

食
品
・
缶
詰
な
ど
の
食
料
品

に
加
え
、
マ
ス
ク
・
消
毒
液
・

洗
剤
な
ど
の
生
活
用
品
が
大

量
に
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
江

津
市
か
ら
も
、
日
本
共
産
党

江
津
市
委
員
会
が
市
民
有
志

か
ら
集
め
た
米
・
野
菜
や
漬

け
物
・
ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工

品
を
送
り
ま
し
た
。

困
っ
て
い
る
学
生

島
根
に
も
た
く
さ
ん

当
日
、
10
時
か
ら
の
学
生

食
料
支
援
活
動
に
は
、
案
内

ビ
ラ
や
口
コ
ミ
で
60
人
を
超

え
る
学
生
が
集
ま
り
、
後
藤

県
委
員
長
か
ら
の
「
若
い
人

の
た
め
の
２
回
目
の
食
料
支

援
を
行
い
ま
す
」
と
の
宣
言

で
始
ま
り
ま
し
た
。
約
20
人

の
ス
タ
ッ
フ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
学
生
に
対
応
し
ま
し
た
。

開
始
か
ら
１
時
間
が
経
過

し
た
頃
に
は
参
加
者
も
増
え
、

集
ま
っ
た
学
生
の
な
か
に
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
帰
国
で
き
な
く

な
っ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ベ
ト

ナ
ム
・
中
国
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
な
ど
か
ら
の
留
学
生
の
姿

も
。
会
場
か
ら
電
話
で
友
人

へ
参
加
を
呼
び
か
け
る
学
生

も
あ
り
、
12
時
頃
に
は
す
べ

て
の
物
資
が
な
く
な
り
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

物
資
を
持
ち
帰
る
学
生
か

ら
は
「
本
当
に
助
か
っ
た
」

「
ま
た
来
た
い
」
と
明
る
い

笑
顔
が
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

学
生
か
ら
は
「
困
っ
て
い
る

人
が
本
当
に
多
い
と
感
じ
た
。

も
っ
と
活
動
を
広
げ
た
い
」

と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も

対
話
が
は
ず
む

「
ハ
ッ
ピ
ー
フ
ー
ド
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
も
と
で
学
生
の
置
か
れ

た
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、

集
ま
っ
た
学
生
に
対
し
て
実

態
調
査
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
お
り
、
以
下
は
寄
せ

ら
れ
た
回
答
で
す
。

▼
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
ば
か
り

で
、
知
識
が
身
に
つ
い
て
い

る
の
か
不
安
。
人
に
会
え
な

さ
過
ぎ
て
、
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
る
。
（
１
年
）

▼
た
く
さ
ん
い
た
だ
け
て
う

れ
し
い
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
（
１
年
）

▼
Ｔ
ｈ
ａ
ｎ
ｋ

ｙ
ｏ
ｕ

ｖ

ｅ
ｒ
ｙ

ｍ
ｕ
ｃ
ｈ

ｆ
ｏ
ｒ

ｙ
ｏ
ｕ
ｒ

ｓ
ｕ
ｐ
ｐ
ｏ
ｒ

ｔ
．
（
留
学
生
）

▼
野
菜
や
米
を
頂
け
る
の
は

有
難
い
で
す
。
対
面
で
の
ア

ル
バ
イ
ト
は
禁
止
さ
れ
て
、

収
入
が
減
り
ま
し
た
。
（
２

年
）

▼
す
ご
く
助
か
り
ま
し
た
。

（
３
年
）

▼
一
人
で
い
る
の
が
さ
み
し

い
で
す
。
（
１
年
）

▼
接
客
の
バ
イ
ト
を
し

て
い
た
の
で
、
バ
イ
ト

を
辞
め
た
。
（
５
年
）

▼
就
職
先
の
見
学
が
、

思
う
よ
う
に
で
き
な
い
。

（
５
年
）

▼
病
棟
実
習
中
で
「
患

者
さ
ん
に
う
つ
し
て
し

ま
わ
な
い
か
」
「
自
分

が
感
染
す
る
こ
と
で
医

大
生
の
信
頼
が
失
わ
れ

な
い
か
」
と
い
う
心
配

が
あ
り
ま
す
。
（
５
年
）

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

同
世
代
の
ス
タ
ッ
フ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
参
加
者
の
対
話

が
は
ず
ん
で
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ

重
要
な
活
動

民
青
同
盟
は
コ
ロ
ナ
禍
の

な
か
で
、
学
園
や
地
域
で
ど

の
よ
う
に
活
動
を
続
け
る
か

と
の
困
難
に
直
面
し
て
い
ま

す
が
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て

活
動
し
て
お
り
、
学
生
食
料

支
援
は
岡
山
・
山
口
・
高
知

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

後
藤
県
委
員
長
は
「
食
料

や
日
用
品
を
両
手
い
っ
ぱ
い

に
持
っ
て
笑
顔
で
帰
る
学
生

の
姿
に
、
切
実
な
実
態
と
支

援
の
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。

今
年
は
必
ず
総
選
挙
が
あ
り

ま
す
。
青
年
を
苦
し
め
、
学

問
へ
の
政
治
介
入
や
コ
ロ
ナ

対
策
で
迷
走
す
る
菅
政
権
を
、

こ
れ
以
上
続
け
さ
せ
な
い
た

め
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
で

政
権
交
代
す
れ
ば
、
自
分
た

ち
の
く
ら
し
が
ど
の
よ
う
に

変
わ
る
の
か
を
伝
え
、
新
し

い
政
治
を
求
め
る
流
れ
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
」
と
し
つ

つ
、
活
動
へ
の
協
力
に
感
謝

を
述
べ
ま
し
た
。
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森川よしひで
０９０‐７３７９‐１５５４

多 田 伸 治
０９０‐６０１４‐２２５９

悩み・困りごと

ご相談ください

日
本
民
主
青
年
同
盟
島
根
県
委
員
会
が
学
生
食
料
支
援

ハ
ッ
ピ
ー
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

７
日
、
日
本
民
主
青
年
同
盟
島
根
県
委
員
会
の
主
催
で
、

学
生
食
料
支
援
「
ハ
ッ
ピ
ー
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、

出
雲
市
の
島
根
県
民
医
連
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
江
津
市
か
ら
も
物
資
を
届
け
ま
し
た
。

日本民主青年同盟は、1923年4月5日

に設立された、高校生・大学生・青年

労働者などが参加する民主的な全国組

織です。青年の切実な要求に応え、生

活の向上・平和・独立・民主主義・社

会進歩を目指しており、日本共産党を

相談相手として、科学的社会主義を学

んでいます。加盟している同盟員は約1

万人です。

現在はコロナ危機から青年の生活や

学業を守るため、さまざまな活動に取

り組んでいます。昨年11月に行われた

全国大会で、年間で同盟員2000人増を

目標とし、実現に挑戦しています。

民青同盟とは？



金
田
町
千
金
で
は

３
万
～
４
万
㎥
を
除
去

こ
れ
ま
で
に
工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
の
は
、
金
田
町
千
金
の

河
川
敷
。
ダ
ン
プ
カ
ー
15
台
が

ひ
っ
き
り
な
し
に
出
入
り
し
、

堆
積
し
て
い
た
土
砂
を
運
び
出

し
て
い
ま
す
。
国
土
交
通
省
浜

田
河
川
道
路
事
務
所
に
よ
れ
ば
、

千
金
で
の
工
事
は
３
月
末
ま
で

の
予
定
で
、
今
回
の
工
事
で
こ

れ
ま
で
に
３
万
～
４
万
㎥
の
土

砂
が
除
去
さ
れ
て
い
ま
す
。

周
辺
住
民
か
ら
は
「
ダ
ン
プ

カ
ー
が
出
入
り
す
る
た
め
、
県

道
三
次
江
津
線
の
路
面
が
傷
ん

で
い
る
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
県

道
を
管
理
す
る
浜
田
県
土
整
備

事
務
所
は
「
工
事
主
体
の
国
交

省
が
、
工
事
後
に
修
繕
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
県
で
も
確

認
し
て
ほ
か
に
傷
ん
で
い
る
と

こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
改
め
て
県
で

対
応
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

国
交
省
が
地
域
住
民
に

河
道
掘
削
を
約
束

二
度
の
災
害
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
桜
江
町
川
越
で
も
、

河
道
掘
削
の
工
事
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
江
の
川
か
ら

の
逆
流
で
被
害
の
あ
っ
た
渡
田

で
は
、
河
道
掘
削
は
国
交
省
と

住
民
の
約
束
と
な
っ
て
い
ま
す
。

渡
田
で
は
、
増
水
に
よ
る
被

害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
部
分

的
な
「
仮
締
切
」
を
可
能
に
す

る
た
め
の
仮
堤
防
を
、
出
水
期

（
６
月
１
日
～
10
月
31
日
）
ま

で
に
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
設
置
に
つ
い
て
、

昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
地
元
説

明
会
で
は
、
「
仮
締
切
」
で
取

り
残
さ
れ
る
エ
リ
ア
の
住
民
か

ら
「
か
え
っ
て
逆
流
の
水
位
が

上
が
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の

問
い
に
、
国
交
省
担
当
者
が

「
次
の
出
水
期
ま
で
に
、
川
越

大
橋
か
ら
下
流
10
㎞
程
度
で
、

河
道
掘
削
を
実
施
す
る
」
と
し
、

水
位
は
上
が
ら
な
い
と
説
明
し

て
い
ま
し
た
。

川
越‐

谷
住
郷
の
工
事
は

出
水
期
に
間
に
合
う
？

し
か
し
、
現
状
で
江
の
川
の

川
越‐

谷
住
郷
の
間
で
は
、
工

事
に
向
け
て
の
大
き
な
動
き
が

な
い
た
め
、
地
域
住
民
か
ら
は

「
出
水
期
の
６
月
ま
で
に
間
に

合
う
の
か
」
と
心
配
す
る
声
も

上
が
っ
て
い
ま
す
。

当
面
の
予
定
に
つ
い
て
、
国

土
交
通
省
浜
田
河
川
道
路
事
務

所
は
、
河
道
内
の
樹
木
の
伐
採

と
河
道
掘
削
を
す
で
に
発
注
し

て
お
り
、
２
月
中
に
は
工
事
を

開
始
し
、
６
月
ま
で
に
完
了
さ

せ
る
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
仮
堤
防
に
つ
い

て
も
、
４
月
か
ら
工

事
を
行
い
、
あ
わ
せ

て
設
置
す
る
仮
設
道

路
も
含
め
、
６
月
ま

で
に
は
完
成
す
る
と

の
見
通
し
を
示
し
ま
し
た
。

た
だ
、
河
道
掘
削
の
実
施
場

所
は
「
樹
木
伐
採
を
お
こ
な
っ

て
、
状
況
を
確
認
し
た
上
で
確

定
さ
せ
る
」
と
述
べ
る
に
留
ま
っ

て
お
り
、
河
道
掘
削
に
よ
る
江

の
川
全
体
で
の
水
位
を
下
げ
る

効
果
に
つ
い
て
も
明
言
を
避
け

ま
し
た
。◇

◆
◇
◆
◇
◆
◇

こ
の
ほ
か
に
、
川
平
町
赤
栗

で
も
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
現
状
は
予
算
要
求
を
行
っ

て
い
る
段
階
で
あ
り
、
仮
に
予

算
が
認
め
ら
れ
た
場
合
で
も
、

実
施
は
出
水
期
が
終
わ
っ
た
11

月
以
降
に
な
る
見
込
み
で
す
。

第2437号 ご う つ 民 報 （２）

市
役
所
そ
ば
の
資
源
ご
み
置

き
場
に
行
く
た
び
に
、
「
非
核

平
和
宣
言
都
市

江
津
市
」
と
の

看
板
の
文
字
が
、
安
心
感
と
と

も
に
目
に
映
り
ま
す
。

１
月
22
日
、
核
兵
器
禁
止
条

約
が
50
カ
国
の
批
准
を
得
て
発

効
と
な
り
（
現
在
は
52
カ
国
）
、

核
兵
器
を
使
っ
て
も
、
持
っ
て

い
て
も
、
開
発
・
研
究
し
て
も
、

脅
し
て
も
、
国
際
的
に
違
法
と

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
私

に
と
っ
て
「
非
核
平
和
宣
言
都

市

江
津
市
」
の
文
字
は
、
さ
ら

に
重
い
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
休
み
の

日
に
看
板
を
見
る
た
め
、
市
役

所
ま
で
出
か
け
ま
し
た
。

看
板
は
三
角
柱
の
形
に
な
っ

て
い
て
、
い
つ
も
目
に
す
る

「
非
核
平
和
宣
言
都
市

江
津
市
」

以
外
の
二
面
に
も
、
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。
一
つ
は
「
江
津
市

民
の
誓
い

非
核
三
原
則
の
遵

守
」
、
も
う
一
つ
は
「
江
津
市

民
の
願
い

核
兵
器
の
廃
絶
と

恒
久
平
和
の
達
成
」
で
す
。

こ
れ
を
見
て
、
自
分
が
江
津

市
民
の
一
人
で
あ
る
こ
と
が
誇

ら
し
く
思
え
て
き
ま
し
た
。
同

時
に
、
ど
ん
な
経
緯
で
江
津
市

が
非
核
平
和
宣
言
都
市
と
な
っ

た
の
か
、
ど
う
し
て
も
知
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
幸
い
に
も
、

宣
言
が
市
議
会
で
決
議
さ
れ
た

１
９
８
４
年
（
昭
和
59
年
）
に

市
議
だ
っ
た
方
か
ら
、
会
議
録

の
コ
ピ
ー
を
見
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
議
録
に
よ
る
と
「
核
兵
器

廃
絶
平
和
の
市
と
な
る
こ
と
に

関
す
る
決
議
」
は
、
全
会
派
が

集
ま
る
議
会
運
営
委
員
会
で
審

議
さ
れ
、
全
会
派
の
賛
成
を
得

て
、
本
会
議
で
議
運
委
員
長
だ
っ

た
永
井
薫
議
員
が
提
案
説
明
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
永
井
議
員
は
、

市
議
会
は
核
兵
器
の
全
面
撤
廃
、

軍
備
縮
小
の
推
進
に
関
す
る
意

見
書
を
政
府
に
送
っ
て
い
る
こ

と
、
米
ソ
の
核
軍
備
競
争
は
人

類
の
破
滅
に
つ
な
が
る
こ
と
、

日
本
は
世
界
最
初
の
被
爆
国
民

と
し
て
広
島
・
長
崎
の
悲
劇
を

全
世
界
に
繰
り
返
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
を
述
べ
、
宣
言
を

提
案
し
て
い
ま
す
。

提
案
へ
の
反
対
意
見
は
「
な

し
」
、
賛
成
意
見
は
「
省
略
」

で
採
決
と
な
り
、
当
時
の
26
名

の
議
員
全
員
が
、
核
兵
器
廃
絶

と
恒
久
平
和
の
実
現
に
賛
成
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
分
か
っ
た

だ
け
に
、
12
月
定
例
会
で
「
核

兵
器
禁
止
条
約
に
批
准
署
名
を
」

と
の
意
見
書
を
政
府
へ
送
れ
な

か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。
非
核
平
和
宣
言
都
市
は

市
民
の
誇
り
な
の
で
す
か
ら
。

山
﨑
漳
子

お

悔

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

（
敬
称
略
）

非
核
平
和
宣
言
都
市
は
市
民
の
誇
り

江
の
川
の
防
災
対
策

出
水
期
ま
で
に
河
道
掘
削
を
実
施

昨
年
・
一
昨
々
年
と
度
重
な
る
江
の
川
で
の
豪
雨
災
害
を
受
け
、

国
土
交
通
省
が
河
道
掘
削
の
工
事
を
各
所
で
進
め
て
い
ま
す
。

11
日

８
日

７
日

５
日

小

林

淑

子

江

田

末

喜

吉

田

敏

廣

小

笠

原

純

子

（
99
）

（
100
）

（
67
）

（
85
）

敬

川

町

桜

江

町

八

戸

桜

江

町

大

貫

浅

利

町

ほぼ工事が終わった千金

大量に堆積している川越の花河原


